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学科 サンプル数 % 出身地 域 サンプル数 % 
服美 360 29.8 
1.札幌市地域※ 559 46.3 
工芸 118 9.8 
保体 365 30.2 
2.上記以外の地域 648 53.7 
初等 156 12.9 
経情 209 17.3 合計 1,207 100.0 
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全体では， 「テレビJが76.0%，次に 「新聞」が21.0%でこの 2つを合わせると 9割を占めて


















































図2 新聞購読の有無 （単位 ．%）
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テレビを見ている時間帯（ピデオ録画も含む）についてみると，全体では，「21: 00-22 : 00」
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旅行をする場合，事前にどんな所から情報を入手するのかを見ると，全体では，「情報専門誌」
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図9 行動形態別情報入手方法 （買回り品購入） （単位： %）
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図10 行動形態別情報入手方法 （アルバイトロ）（単位 ：%）
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E 考察
1.テレビと新聞
学生の社会の動向に対する窓口と大きな位置を占めているのは，テレビという映像メディア
である。それに対して新聞の占める位置は，この調査の意識の上では， 約2割を占めるに過ぎ
ないという結果であった。
105 
この社会への接点としてのテレビの影響は圧倒的な力を持っていることがこの結果から推定
できる。しかし，その中身を見るとほとんど毎日， 夕方から深夜までダラダラと漫然と見てお
り，内容は娯楽や芸能に興味が集中していることがわかる。
これに対して情報の入手先としての新聞は，購読者が約6割となっており，逆に約3割強の
人は購読していないことになる。多少の調査誤差は考慮にいれでも情報入手先としての新聞は
絶対的な位置にあるとは言えないであろう。そして注目記事内容の過半はテレビ・ラジオ番組
紹介欄である所にその証左が見出される。その番組紹介欄を除いてみても次にく るのはスポー
ツ番組である。つまりは， テレビを見るのに必要な番組情報源として新聞を「活用Jしている
のが明らかに読み取れる調査結果であった。しかし，催物情報の入手先としては，依然高い位
置にある。
2.行動と情報
調査結果からすると，自らの行動を決定する際の情報をどの様に入手しているかをみると旅
行， 買廻り品購入， アルバイト口等では，家族・友人等の身近な人々からのいわゆる口コミ情
報を頼りにしている比率が高い。それに対して日用品購入や催物情報の入手については，その
比率は縮小する。
情報専門誌の利用は，旅行，アルバイト口探しに多く利用され， その分野における社会的機
能も大きくなっていることがわかる。
そうした中でテレビ広告への評価は，主に催し物情報に利用しておりこの調査では商品購入
情報にはあまり活用されていないことがわかる。また，日用品購入に関しては，折込広告等の
チラシが非常に有効であることがこの調査は示唆している。
3.情報と地域
この調査では，札幌市地域とそれ以外の地域に分けて分析している。このことの意味は都市
部とそれ以外の地域とに情報流通や利用方法に差異があるかという仮説を検証することにあっ
Tこ。
結果を見ると，社会動向の窓口としての機能の評価は差がない。また，テレピラジオの情報
機器についてのそれにも大差はない。
しかし，行動を決定する際の情報利用には若干の差異がみられる。たとえば，催し物の情報
入手先として都市部では新聞の利用が4割を占めているに対し，その他の地域では，新聞以外
の情報専門誌，テレビ，雑誌等多様化していることである。
また，旅行の情報は，都市部では情報専門誌が大きな比率を占め，家族 ・友人等の占める比
率は比較的小さい。 これに対してその他の地域では，家族，友人等の口コミ情報と情報専門誌
は，ほほヨ同じ比率を占めている。 この理由は，旅行という行動を起こす際に，家族や友人等と
一緒に行動しようという動機が強く働くからであろう。口コミ情報等が伝わり易い密度の高い
人間関係が都市部より根強く存在していることの反映であろう。
そうした反映は，アルバイ ト口を探す際にも明確にあらわれており，都市部では，いわゆる
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口コミ情報は13%に過ぎないがその他の地域では37%に拡大することからも分かる結果であっ
た。こうしたことから情報の流通や利用方法には，若干の地域差があることになり，それは，
情報の送り手と受け手の距離の長短と信頼度に関係しており，換言すればいわゆる口コミ等の
人間関係依存型情報を重視するか情報専門誌等の活字・客観型情報を重視するかの差異とも言
えよう。
それは，都市部では豊富な情報誌が発行され， 広く利用されている事と逆にその他の地域で
は，その普及と利用が進んでおらず昔ながらの口コミを利用していることの反映ともいえよう。
（以上）
